
第６学年 理科学習指導案 
日 時  平成 17年 10月 12日(水)  授業２（６０分） 

                    学 級  6年 1組 男子 16名 女子 21名 計 37名 
                  場 所  理科室 
                  授業者  教諭 安倍 直子 
1  単元名  「水よう液の性質とはたらき」 

2  単元について 
(1)  教材観   
   本単元は、第６学年のＢ領域「物質とエネルギー」(１)アイウの内容を受けて設定されたものであ
る。水溶液の性質とその働きについての見方や考え方をもつようにするとともに、水溶液の性質や働
きを多面的に追究する能力や、日常生活に見られる水溶液を興味・関心をもって見直す態度を育てる
ことがねらいである。 
この単元教材は、いろいろな水溶液の性質や変化を指示薬を用いて調べ、水溶液はその性質によっ
て３種類に仲間分けができること、水溶液を加熱したり金属と触れさせたりなどして泡の発生や金属
の変化を調べ、水溶液には気体が溶けているものがあることや、金属を変化させるものがあることを
とらえるなど、多面的に追究できる内容となっており、科学的な見方や考え方を育てることに適した
教材である。 
さらに、本単元において身に付けさせたい基礎・基本の力の上に立ち、身近にある様々な水溶液や
水に着目させ、その性質を調べる活動を通して日常生活のとのかかわりをもたせる学習を単元末に盛
り込むことにより、発展的に問題を追究できるようにした。 

(2)  児童観 
児童は、５年生の「もののとけかた」で、「ものが水にとける量は水の量や温度、とけるものによ 
って違うこと」「とけているものをとり出すことができること」を学習した。今回、初めて固体の他
に気体が水にとけている水溶液があること、金属をとかす水溶液があることを学習する。 
学習の過程で馴染み深い身近にある水溶液も出てくることから、水溶液の見方も変わってくるであ
ろう。同時に、普段何気なく見過ごしている水溶液に関しても今回の学習を通して、いろいろな疑問
や課題が生まれてくるであろうと予想される。 
しかし、そうした疑問や課題をもっても、根拠をもって予想したり、解決の方法を自分なりに 

 考えたりそれを表現したりする科学的に思考する土台となる力は十分とは言えない。理科学習に 
関するアンケート調査の結果を見ても、９４％の児童が「理科が好き」とし、勉強したことは「よ 
く分かる」とほとんどの児童が答えているのに対し、「不思議なことや疑問を進んで調べている 
か」に対しては「調べている」児童が３０％にとどまっている。事象に対する興味や関心は強く 
実験・観察に対する意欲はあるので、既習事項や生活体験を想起させながらヒントを与えること 
で調べる方法を考えさせていく必要があると考える。 
また、本単元にかかわる「水溶液」の性質について以下のような項目により事前アンケートを実施
した。 
１ 「酸性」ということばについて知っていることがあるか。     ある・・・１２／３７ 
２ 「アルカリ性」ということばについて知っていることがあるか。  ある・・・２８／３７ 
３ 「中性」ということばについて知っていることがあるか。     ある・・・ ９／３７ 
４ 水溶液の中に金属を溶かすものがあると思うか。 金属をとかすものがある・・・ ６／３７ 
 「酸性」については、「酸性雨」から、「アルカリ性」については、電池の種類から「知っている」
という児童が多かった。しかし、「酸性」「アルカリ性」「中性」ということばは、気をつけていれば
洗剤などの表示から気が付きやすいことばであるが、「知らない」と答えた児童が半数以上いた。ま
た、水溶液に金属を溶かすものがあることについては、一部の「何かで見たことがある」とする児童
を除いて未知のことのようである。 
自分の生活の中で直接、体験するなど実感を伴ったかかわりがあって初めて「知っている」とする
児童が多いことや、「自分の生活に役に立つとうれしい」と感じる児童も半数以上なので、試薬や身
近な水溶液を教材として扱うなど、生活とかかわらせた学習になるよう工夫していきたい。 
 

(3)  指導観 
  本単元では、水溶液の性質を酸性、アルカリ性、中性のいずれになるかを一つの方法だけではなく、 
複数の方法で調べること、また、その結果を身近な複数の水溶液等に適用させてみる一連の学習を行 
うことによって、多面的に追究できる力をめざしている。 
単元の展開にあたっては、導入で、３種類の無色透明の水溶液（食塩水、炭酸水、石灰水）とラベ 

 ルを提示し、３つの水溶液が何か調べる方法を考えさせる。このとき、児童が第５学年の「ものの溶 
け方」で学んだ既習事項が想起できるようにはたらきかける。実際に自分たちが考えた方法で調べさ 



せたあと、蒸発させても何も残らなかった炭酸水に着目させ、炭酸水の泡の正体について考えさせる 
活動へと展開させていく。水溶液には固体や気体が溶けているものがあることを学習した上で別な方 
法での仲間分けの仕方について学習を進めていく。リトマス紙のほかにも、身近な植物のしる（ムラ 
サキキャベツ）などを使っても酸性、中性、アルカリ性に仲間分けができることをとらえられるよう 
にしている。さらに、水溶液が金属を変化させるかを調べ、出てきたものをもとの物質（金属）の性 
質と比較することで、水溶液のはたらきによって金属が別のものに変化したことをとらえられるよう 
にする。 
上に挙げた児童の実態及び教材のよさや本単元のねらいを踏まえ、学習課題が児童自身の疑問から
設定され、既習事項を生かしながら児童の思考が自然に流れるよう単元指導計画の配列と内容を工夫
した。また、単元の中に学習した基礎・基本の力を生かしながら生活と密着させたチャレンジ学習を
取り入れた指導を通して、科学的な見方や考え方ができる児童を育てたい。 
  
３ 単元の目標と評価規準 
 目標 評価規準 
自然事象へ
の関心・意
欲・態度 

○水溶液には何が溶けているかに問題
をもち、進んで調べる方法を考えて試
そうとする。 

・いろいろな水溶液の液性や溶けているもの
及び金属を変化させる様子に興味・関心を
もち、自ら水溶液の性質や働きを調べよう
とする。 
・水溶液の性質や働きを適用し、身の回りに
ある水溶液を見直そうとする。 

科学的な思
考 

○金属がとけた液を蒸発させて出てき
たものが水にとけることから、金属は
水溶液によって別のものに変化した
と考えることができる。 

・水溶液の性質や変化とその要因を関係付け
ながら水溶液の性質や働きを多面的に考え
ようとしている。 
・水溶液の性質について、自ら行った実験の
結果と予想を照らし合わせて推論してい
る。 

観察・実験
の技能・表
現 

○リトマス紙を正しく扱い、水溶液をつ
けて調べ、色の変化の様子を的確に整
理して、記録することができる。 

・水溶液の性質を調べる工夫をし、リトマス
紙や加熱器具などを適切に使って、安全に実
験している。 
・水溶液の性質を調べ、それらを適切に取り
扱い、変化の様子を記録している。 

自然事象に
ついての知
識・理解 

○水溶液には、酸性、アルカリ性及び中
性のものがあること、気体が溶けてい
るものがあること、金属を変化させる
ものがあることが理解できる。 

・水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性の
ものがあることを理解している。 
・水溶液には、気体が溶けているものがある
ことを理解している。 
・水溶液には、金属を変化させるものがある
ことを理解している。 

 
４ 教材の関連と発展 
４年 もののかさと温度        【本単元】          中学校（１分野１年） 

 
 
 
４年 水のすがたとゆくえ 

 
  
５年 もののとけかた 

 
 

 

○ 金属、水および空気は、あた
ためたり冷やしたりするとその
かさが変わること。 

（２）身の回りの物質
ア 物質のすがた 
イ 水溶液 

○ 水は、温度によって水蒸気や
氷に変わること。 

○ ものが水にとける量には限度 
があること。 
○ ものが水にとける量は水の量 
や温度、とけるものによって違
うこと。また、この性質を利用
して、とけているものを取り出
すことができること。 

☆ 身近にある水溶液や水を調
べてみよう。

 水溶液には、酸性、ア
ルカリ性及び中性のもの
があること。 
 水溶液には、気体が溶 
けているものがあること。
 水溶液には、金属を変化
させるものがあること。 

 
 



５ 単元の指導・評価計画（１４時間扱い） 

具体の評価規準 段

階 
時

間 
目標 主な学習活動 

○学習課題 
☆主な支援の手だて 

評価規準 
【評価の観点】 

(評価方法) 
Ａ十分満足で

きると判断す

る視点 

Ｂおおむね満

足できると判

断する視点 

努力を要する

と判断された

児童への具体

的な手立て 
と

ら

え

る 
 

１ 

・ 

２ 

 

 

 

水溶液をどの

ようにして見分

けるかについて

問題をもち、進ん

で調べる方法を

考え、試そうとす

る。（塩酸、アン

モニア水も最後

に扱う。） 

○食塩水、炭酸水、石灰水をつ

きとめてラベルをつけよう。

・食塩水、炭酸水、石灰水の３つの

水溶液をとラベルを提示し、３つ

の水溶液が何か調べる方法を考

え、確かめさせる。 

☆３つの水溶液を観察したり蒸発

させたりするなど、既習内容を生

かして実験方法を考えさせる。 

水溶液をどの

ようにして見分

けるかに興味を

もち、既習内容を

もとに調べる方

法を考え、積極的

に試そうとして

いる。【関意態】

（行動観察・発言）

水溶液を見

分ける方法に

興味をもち、調

べる方法を二

種類以上考え、

試そうとして

いる。 

水溶液を見

分ける方法に

興味をもち、進

んで調べる方

法を考え、試そ

うとしている。 

５年生で学

習した「ものの

とけ方」の学習

の時に、何を溶

かして水溶液

を作ったかを

想起させる。 

３ 
 
 
 
 
 

炭酸水から出

る泡の正体は何

かに問題をもち、

予想をして、さら

に調べる方法に

ついて考えるこ

とができる。 

○炭酸水から出る泡の正体は何

なのだろう。 
・炭酸水に溶けているものにつ

いて観察したことをもとに予

想し、泡を集めて調べる方法

を既習事項をもとに考える。

☆水溶液の泡に着目させ、気体

が溶けていることに気付くよ

うにさせる。 
☆気体検知管や石灰水を使って

調べることに気付かせる。 

炭酸水から出

る泡の正体は何

かに問題をもち、

既習事項をもと

に調べる方法を

考えようとして

いる。 
【関意態】 
（行動観察・発

言） 

炭酸水から

出る泡の正体

は何かに問題

をもち、予想し

た気体につい

てその気体を

証明する方法

を既習事項を

もとに的確に

考えようとし

ている。 

炭酸水から

出る泡の正体

は何かに問題

をもち、予想し

た気体につい

てその気体を

証明する方法

を既習事項を

もとに考えよ

うとしている。 

「ものの燃え

方と空気」で学

習したことを

想起させ、空気

の組成から予

想させる。 

と

ら

え

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

し

か

め

る 

４ 
 
 
 
⁀ 
60
分 
‿ 
 

炭酸水の泡の

正体について自

分が考えた方法

で調べ、実験の結

果と予想を照ら

し合わせて推論

することができ

る。 

○炭酸水から出る泡の正体につ

いて調べよう。 
・自分が考えた方法で炭酸水の

泡について調べ、結果に基づ

き推論する。 
☆炭酸水の瓶の先にビニール袋

をつけて、振ったり温めたり

して気体を集める。その気体

を水上置換で集気瓶に集めて

から調べさせる。 

ろうそくの火

を入れてみると

火が消えたこと

から泡の正体は

二酸化炭素だと

推論している。 
【思考】 
（行動観察、記録

分析） 

ろうそくの

火を入れてみ

ると火が消え

たこと、石灰水

に入れて振る

と白濁するこ

とから泡の正

体は二酸化炭

素だと推論してい

いる。 
 

ろうそくの

火を入れてみ

ると火が消え

たことから泡

の正体は二酸

化炭素だと推

論している。 
 

「ものの燃え

方と空気」で学

習した気体の

性質について

復習させる。 

５ 

 

 

 

 

リトマス紙を

使って水溶液の

性質を調べ、水溶

液を仲間分けす

ることができる。 

○他の方法で水溶液を仲間分け

してみよう。 
・これまで学習した溶けている

物以外で見分ける方法以外に

仲間分けする方法はないか考える。 
☆身近な生活の中にある洗剤や飲

料水を想起させ、酸性、アルカリ

性という言葉を意識させる。 
☆リトマス紙の基本的な使い方

を徹底させる。 

リトマス紙を

正しく使って水

溶液の性質を調

べ、水溶液を３つ

に仲間分けし、記

録している。 
【関意態】 
【技・表】 
（行動観察・発言）

リトマス紙

を正しく使っ

て水溶液の性

質を調べ、水溶

液を３つに仲

間分けし、他の

水溶液でも調

べてみたいと

いう意欲をも

っている。 

リトマス紙 
を使って水溶 
液の性質を調 
べ、水溶液を３ 
つに仲間分け 
し記録してい 
る。 

リトマス紙

の色の変化の

仕方のきまり

をもう一度確

認させる。 

と

ら

え

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

し

か

め

る 

６ 

・ 

７ 

 

 

チ

ャ 

ムラサキキャ

ベツなどの野菜

の汁を使って水

溶液を酸性・中

性・アルカリ性に

分けることがで

きる。 

○リトマス紙以外の指示薬で水

溶液を酸性、アルカリ性、中

性に仲間分けしよう。 
・既習の水溶液をリトマス紙の

他にムラサキキャベツの煮汁

やを使って３つに仲間分けする。 
☆リトマス紙の他にもムラサキキャベツ

などの植物体の煮汁等でも調べられること

を知らせる。 
☆ムラサキキャベツの指示薬の使用法を指

導する。 

ムラサキキャ

ベツの煮汁を正

しく使って水溶

液を３つに仲間

分けしようとし

ている。 

【関意態】 
（行動観察・発言）

ムラサキキ

ャベツの煮汁

を正しく使っ

て水溶液を３

つに仲間分け

し、指示薬が身

近にあるもの

でも作れるこ

とに気付いて

いる。 

ムラサキキ

ャベツの煮汁

を正しく使っ

て身近な水溶

液を３つに仲

間分けしよう

としている。 

 

前時のリト

マス紙による

記録を確認さ

せる。ムラサキ

キャベツの汁

の使い方を友

達の支援を受

けながら個別

に指導する。 



 

８ 

 

⁀

60

分 

‿ 

雨水の影響に

よる金属の変化

の資料などから、

水溶液は金属を

変化させるかど

うかに興味をも

ち、水溶液や実験

器具などを適切

に取り扱い、安全

に注意しながら

実験を行うこと

ができる。 

○水溶液には、金属を変化させる

はたらきがあるのだろうか。 
・スチールウールとアルミニウ

ムはくを塩酸（酸性）、水酸化

ナトリウム液（アルカリ性）、

炭酸水（中性）の中に入れて

変化の様子を観察する。 
☆薬品の取り扱いに十分注意す

る。反応がおだやかなときは、

湯の中に入れる。 
 

雨水の影響や

身の回りの水溶

液と金属の資料

などから、金属に

水溶液を注ぐと

どうなるかに興

味をもち、進んで

変化の様子を調

べようとする。 
【関意態】 
（行動観察・発言）

水溶液が金属

を変化させるか

に興味をもち、

自分なりの見通

しをもって変化

の様子を予想し

たり、実験の方

法を考えたりす

る。溶けた金属

のゆくえについ

ても考えようと

している。 

水溶液が金

属を変化させ

るかに興味を

もち、進んで変

化の様子を予

想したり観察

しようとした

りしている。 
 

金属の像や

アルミ製のな

べについて写

真の資料を再

度確認し、生活

の中での水溶

液の影響につ

いて考えさせ

る。 

と

ら

え

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

し

か

め

る 

９ 

・ 

10 

安全に注意し

ながら実験を行

い、金属が溶けた

液から出てきた

ものが水に溶け

ることから、金属

は水溶液によっ

て別のものに変

化したと考える

ことができる。 

○塩酸にとけた金属はどうなっ

たのだろうか。 
・塩酸にアルミニウムはくがと

けた液を蒸発させて、何が出

てくるかを調べる。また、出

てきたものがアルミニウムは

くと同じ金属かどうかを調べる。 
☆蒸発して出てきたものを水に

とかしてみたり電気を通して

みたりする。 

水溶液や加熱

器具を安全に注

意して扱い、水溶

液にとけたもの

を取り出し、その

性質を調べてい

る。 
【技・表】 
（行動観察・記

録） 

加熱器具な

どを安全に注

意しながら操

作して、金属が

とけた水溶液

を蒸発させ、出

てきたものの

性質を調べ、記

録している。 

加熱器具な

どを正しく操

作して、金属が

とけた水溶液

を蒸発させ、出

てきたものの

性質を調べて

いる。 

金属がとけ

た液を蒸発さ

せる手順を個

別に指導した

り、塩酸にとけ

る前の金属の

性質を再確認

させたりする。

１１ 水溶液には金

属を変化させる

ものがあり、金属

は水溶液によっ

て質的に変化し

たと考えること

ができる。水溶液

の性質とはたら

きについてまと

めることができ

る。 

○水溶液には、金属を変化させ

るものがあることをまとめ

る。「たしかめよう」を行い、

水溶液の性質とはたらきにつ

いてまとめる。 

金属がとけた

液を蒸発させて

出てきたものが

水にとけること

から、金属は水溶

液によって別の

ものに変化した

と考えている。 

【思考】 

（発言・記録） 

蒸発させてで

てきたものの性

質から、金属が

水溶液によって

質的に変化した

ことや、第５学

年で学習した食

塩水が水にとけ

ることとの違い

を説明してい

る。 

実験結果を

もとにして、金

属が質的に変

化していると

考えている。 

出てきたもの

が金属ならば、

どんな性質があ

るはずか考えさ

せたり、前学年

の食塩のとけ方

を想起させたり

してもとの金属

と違うものにな

ったことに気付

かせる。 

ま

と

め

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

ろ

げ

る 

12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 
・ 
14 
 

チ

ャ 

⁀ 
６

０ 
分 
‿ 

身の回りにあ

るさまざまな水

に興味・関心をも

ち、既習した内容

を適用し、調べ方

を考えたり、結果

を予想したりす

ることができる。 
 
 
 
 
 
身の回りにあ

るさまざまな水

溶 液 や 水 に 興

味・関心をもち、

既習した内容を

適用して性質を

調べ、身近な水溶

液や水について

見直すことがで

きるようにする。

（本時） 

○さまざまな水を集め、水の性

質を調べよう。 
・身近にあるさまざまな水に興

味をもち、水の性質について

既習事項を生かして調べ方を

考えたり結果を予想したりする。 
☆これまで学習した酸性、アル

カリ性、中性のどれか、金属

をとかすかどうかというよう

な調べ方に気付かせる。 
☆結果を予想するときに、根拠

も必ず記述させる。 
 
○身近にあるさまざまな水溶液

や水の性質を調べよう。 
・身近にあるさまざまな水溶液

や水に興味をもち、水の性質

について既習事項を生かして

調べる。 
☆水道水、雨水、生活排水、川

の水、池の水、温泉水等さま

ざまな水や洗剤等の水溶液を

集めさせる。 
 

身の回りにあ

るさまざまな水

に興味をもち、そ

の性質を調べる

方法について既

習事項を生かし

て進んで考え、結

果を予想してい

る。 
【関意態】 
（行動観察・発

言） 
 
身の回りにあ

るさまざまな水

溶液や水に興味

をもち、その性質

について既習事

項を生かして進

んで調べようと

している。 
【関意態】 
（行動観察・発

言） 

身の回りに

あるさまざま

な水に興味を

もち、その性質

を調べる方法

について既習

事項を生かし

て進んで考え、

結果を根拠を

もって予想し

ている。 
 
 
身の回りの

さまざまな水

溶液や水に興

味をもち、その

性質について

既習事項を生

かして進んで

調べ、身の回り

の水には酸性、

アルカリ性、中

性のものがあ

ることに気づいて

いる。 

身の回りに

あるさまざま

な水に興味を

もち、その性質

を調べる方法

について既習

事項を生かし

て進んで考え、

結果を予想し

ている。 
 
 
 
身の回りに

あるさまざま

な水溶液や水

に興味をもち、

その性質につ

いて既習事項

を生かして進

んで調べよう

としている。 

これまでの

水溶液の性質

の調べ方につ

いて掲示物な

どを使って想

起させる。 
 
 
 
 
 
 
 
ムラサキキ

ャベツの汁を

使って調べる

方法を想起さ

せ、グループの

中で友達の支

援を受けなが

ら行わせる。 

※チャ・・・チャレンジ学習 



６ 本時の指導（１４／１４） 【チャレンジ学習】 
(1) 目標 

身の回りにあるさまざまな水溶液や水に興味・関心をもち、既習した内容を適用してその性質を調 
べる活動を通して身近な水溶液や水を見直そうとしている。 

(2)  基礎・基本とのかかわり 
本単元で押さえさせたい基礎・基本は、「水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性のものがあるこ 

と、水溶液には、気体が溶けているものがあること、水溶液には、金属を変化させるものがあること」
である。本時は、これらの基礎・基本を応用・発展させ、身の回りにあるさまざまな水溶液や水に着
目させ、既習の調べ方を活用してその性質を調べさせる。 

(3)  本時の指導にあたって 
  本時は、これまで学習してきた水溶液の性質や働きを調べる方法を活用して身近にある水溶液や水 
の性質を調べる活動である。水道水や雨水、川の水など児童が集めてきた水や洗剤などの水溶液をム 
ラサキキャベツの汁を使って酸性・アルカリ性・中性のいずれかであるかを調べさせる。そうした調 
べる活動を通して、普段何気なく見過ごしている水溶液や水にもさまざまな性質があることに気付か 
せたい。調べるにあたっては、複数の水溶液や水を調べやすいようにフィルムケースや卵パックを活 
用したり、色の変化がとらえやすいようにしたりするなど用具を工夫するなどの実験にかかわる支援 
の工夫を行いたい。また、本時の終末に、温泉水が金属を溶かすビデオ教材を扱い、児童の思考を広 
げるような場を設定する。 
  前時にはそれぞれの水溶液や水の性質を生活経験や既習事項を生かして予想しているが、結果と比 
較し、生活とのかかわりを考えながら身近にある水溶液や水を興味や関心をもって見直す態度を育て 
たい。 

 
(4)  展開 
段
階 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備・資料

と
ら
え
る 
5
分 

1  課題をつかむ。 
 

身近にある水溶液や水を調べてみたいという児
童個々の課題から、本時はチャレンジ学習として身
近にあるさまざまな水溶液や水溶液や水の性質を
調べる活動であることを話す。 

前時に各
グループ
で予想し
た用紙 

た
し
か
め
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 各グループの予想の交流を
する。 

 
 
 
 
 
 
 
３ 実験の方法や注意点を確認
する。 

 
 
 
４ グループごとに実験を始め
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
発問① 

 
 
 
 
 
・ 半分の班から２～３種類の水溶液や水につい
て予想を発表させる。 

・ 予想には必ず根拠もつけて発表させる。 
・ ムラサキキャベツの汁を使うこと、水溶液や水 
同士が混ざり合わないようにすること、ピペット
の正しい使い方、記録の仕方を短時間で確認させ
る。 
 
・ それぞれフィルムケースに集めてきた水溶液 
の水の性質を合わせて１０種類で調べさせるよ
うにする。 
・ 水溶液の種類が表示された白い用紙の上に卵 
パックに入った水溶液を置いて調べ、作業がしや
すく水溶液の色の変化が分かりやすいようにす
る。 
・  実験が終わったら、テーブルの上を片付け、
記録させる。（ワークシート、黒板の表） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
紙板書 
 
 
 
 
 
卵パック 
ピペット 
記録用ワー

クシート 
デジタルカ

メラ 
 
 
 
 

集めてきた水溶液や水にはどんな性質がある
と思いますか？予想となぜそう思ったのか発表
しましょう。 

身近にある水溶液や水にはどのような性質があるか調べよう。 



た
し
か
め
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 結果の交流をする。 
 
 
６ 学習のまとめをする。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発問②（主） 
 
 
 
・ それぞれのグループの結果と結果から分かっ 
たことをスクリーンの前で発表させる。 
・ 他の班の発表を聞いて感じたことや疑問につ 
いてメモをさせる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロジェク

ター 
 
各班の結果

を書き込む

表 

ひ
ろ
げ
る 
 
 
 
 
１
０ 
分 

７ 温泉の水や雨水が金属を溶
かしていることに関するビデ
オクリップを見せる。 

 
 
８ 自己評価をする。 
  
 
 
 
９ 次時予告をする。 

・ インターネットで NHK教育デジタル教材「３
つのとびら」によるビデオクリップの映像を見
せ、身の回りには温泉水など金属を溶かしてしま
う水があることに気付かせる。 

 
・ ワークシートの自己評価欄に記入する。特に自
由記述欄に時間をとって書かせるようにする。感
じたことやこれからさらに調べてみたいことな
どを積極的に書かせるようにする。 

プロジェク

ター 

 
(5) 板書計画 

 
身の回りの水溶液や水には、酸性や中性、アルカリ性のものがある。 

  【評価規準】                       （評価の観点 関心・意欲・態度） 

身の回りにあるさまざまな水溶液や水に興味をもち、その性質について既習事項を生かして進んで

調べる。                             （評価方法 行動・観察）

具体の評価規準 
Ａ Ｂ 

努力を要すると判断された児

童への手立て 
身の回りのさまざまな水溶液

や水に興味をもち、その性質に

ついて既習事項を生かして進ん

で調べ、身の回りの水溶液や水

には酸性、アルカリ性、中性の

ものがあることに気付いてい

る。 

身の回りにあるさまざまな水

溶液や水に興味を持ち、その性

質について既習事項を生かして

進んで調べようとしている。 

これまでの水溶液の性質の

調べ方について掲示物などを

使って想起させ、グループの中

で友達の支援を受けて行わせ

る。 

実験の結果の他に気付いたことや分かったこ
とも発表しましょう。 

  
 
 
 
各班が調べた結果の表 
 

身近にある水溶液や水にはどのような性質があ

るか調べよう。 

身の回りの水溶液や水には、酸性

や中性、アルカリ性のものがある 

注意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


